
増
加
l
賃
銀
の
実
質
的
購
買
力
の
確
保
の
経
路
に
よ
り
、
此
の
矛
盾
を
調
整
せ
ん
と
し
て
い
る

が
、
新
々
物
揃
体
系
設
定
後
の
現
実
を
見
る
に
、
流
通
秩
序
の
確
立
は
名
の
み
に
し
て
そ
の
突

は
一
向
挙
っ
て
い
な
い
。
か
く
て
勤
労
者
の
J

援
計
は
一
一
層
窮
迫
化
し
労
働
組
合
の
賃
銀
引
上
運

動
は
各
地
に
展
開
せ
ら
れ
ん
と
し
つ
L
あ
り
、
此
の
結
果
も
し
賃
銀
水
準
が
一
千
入
百
円
を
・
突

破
す
る
か
は
ら
ば
、
企
業
の
赤
字
は
再
び
発
生
し
、
し
か
も
そ
の
赤
・
字
の
規
模
は
今
回
公
定
価
格

の
引
上
あ
り
た
る
だ
け
、
引
上
な
き
場
合
の
そ
れ
に
比
し
数
倍
に
達
し
、
そ
の
為
め
増
発
せ
ら

る
L
通
貨
は
怠
大
役
る
量
に
連
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
賃
銀
と
物
術
、
物
価
と

通
貨
の
悪
循
環
の
切
断
は
困
難
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

昭

和

二

十

二

年

八

月

て

概

況

四

、

食

粧

七

、

金

融

十
、
輸
出
入
回
転
基
金
の
設
定

貨易業:

三
、
電
力
、
輸
送

六

、

財

政

九
、
物

二
、
産

五
、
貿

八
、
過

市
川

e
z
qE
 

一、

概

況

趨
重
点
方
式
の
実
施
に
も
拘
ら
ず
生
産
の
停
滞
は
改
ま
ら
ず
、

一
方
通
貨
増
発
は
依
然
と
し

て
継
続
し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
愈
々
進
展
し
つ
L

あ
る
。
然
し
乍
ら
最
も
懸
念
さ
れ
た
主

食
遅
配
の
逓
増
は
司
令
部
の
好
意
に
よ
る
大
量
の
輸
入
食
糧
放
出
許
可
に
よ
り
抑
止
せ
ら
れ
、

社
会
秩
序
混
乱
の
危
険
が
朱
然
に
防
止
さ
れ
た
事
は
何
よ
り
の
朗
報
で
あ
っ
た
。
又
対
日
民
間

貿
易
の
再
開
を
機
と
し
て
輸
出
入
回
転
基
金
の
設
定
が
行
わ
れ
、
待
望
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
導
入

の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
事
も
心
理
的
に

一
般
の
安
堵
感
を
高
め
た
様
で
あ
る
。
但
し
新
々
物
価

体
系
の
設
定
に
関
聯
し
計
上
不
可
避
と
な
っ
た
追
加
予
算
は
果
し
て
収
支
均
衡
す
る
や
否
や
不

明
で
あ
り
、
従
っ
て
新
-H

物
価
休
系
特
に
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
一
千
八
百
円
の
賃
鍛
水
準

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

八

月

の
維
持
が
可
能
な
り
や
否
や
終
局
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
早
計
の
誹
り
を
免
れ
な
い
が
、
失

業
の
露
呈
、
労
働
攻
勢
の
激
化
を
倶
れ
て
合
理
的
な
企
業
整
備
を
断
行
す
る
勇
気
合
欠
く
な
ら

ば
、
財
政
の
赤
字
、
企
業
の
資
金
需
要
の
増
大
を
通
じ
て
通
貨
の
増
発
は
継
続
し
、
折
角
の
好

材
料
を
相
殺
す
る
結
果
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

ニ
、

産

業

八
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
二
百
λ
万
六
千
ト
ン
と
当
初
計
画
一
二
日
二
万
ト
ン
を
突
破

す
る
と
と
六
万
六
千
ト
ン
に
達
し
た
が
、
第

一
四
半
期
の
計
画
未
遂
行
分
三
十
九
万
七
千
ト
ン

を
取
戻
す
べ
く
樹
立
せ
ら
れ
た
改
訂
目
標
二
百
十
万
ト
ン
を
達
成
す
る
と
と
は
出
来
ず
、
又
前

月
の
二
百
二
十
二
万
ト
ン
に
比
較
す
れ
ば
十
三
万
四
千
ト
ン
の
減
少
で
る
っ
た
。
そ
の
理
由
は

盆
休
み
の
為
め
休
日
が
多
か
っ
た
と
と
、
労
働
基
準
法
の
施
行
を
前
に
し
て
早
く
も
八
時
間
制

を
実
施
し
た
磯
山
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
労
務
者
一
人
当
り
一
ヶ
月
間
の
出
炭
高
が
六
月

五
・
二
ト
ン
、
七
月
五

・
一一
一
ト
ン
と
上
向
い
て
い
た
も
の
が
八
月
に
は
四
・
九
ト
ン
に
低
落
し

た
と
と
等
に
求
め
ら
れ
る
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
割
当
十
七
万
五
千
ト
ン
に
対
し
実
績

十
七
万
入
千
ト
ン
と
殆
ん
ど
百
銘
に
近
く
、
し
か
も
重
油
の
入
荷
も
比
較
的
順
調
な
り
し
為
め
、

銑
鉄
目
標
二
万

一
千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
三
千
ト
ン
、
鋼
材
目
標
五
万
ト
ン
に
対
し
実
績
四

万
九
千
ト
ン
と
終
戦
以
来
の
最
良
成
績
を
挙
げ
た
。
然
し
此
の
程
度
の
生
産
量
を
以
て
し
て
は

国
内
の
最
低
需
要
の
半
ば
を
す
ら
充
し
得
ざ
る
状
況
故
、
今
後
の
増
践
を
図
る
為
め
に
は
原
鉱

石
、
強
粘
結
炭
、
霊
泊
等
の
相
当
量
輸
入
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

其
他
の
重
要
工
業
生
産
状
況
に
付
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
践
は
硫
安
目
標
七
万
四
千
ト
ン

に
対
し
実
績
五
万
五
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素
目
標
二
万
二
千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
ト
ン
、
過
燐

駿
石
灰
目
標
六
万
九
千
ト
ン
に
対
し
実
績
六
万
二
千
ト
ン
と
、
甚
だ
不
成
績
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
最
大
の
原
因
は
今
月
よ
り
著
し
く
強
化
せ
ら
れ
た
電
力
の
消
費
規
整
で
あ
る
。
輸
出
品
の
大

宗
た
る
綿
糸
は
原
料
た
る
米
棉
の
輸
入
皆
無
の
為
め
、
制
物
六
十
施
、
太
物
二
十
%
の
操
短
が

既
定
計
画
通
り
実
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
生
産
は
二
千
百
万
ポ
ン
ド
と
前
月
に
比
し
七
百
万
ポ
ン

ド
の
大
幅
減
少
を
来
た
し
た
。
月
中
消
費
・
高
四
万
七
千
依
を
差
引
き
月
末
に
於
け
る
米
綿
の
ス

ト
ッ
ク
は
僅
か
十
万
四
千
俵
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

一
刻
も
早
く
第
二
次
の
米
棉
輸
入
が
行
わ
れ

る
事
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。
次
に
生
糸
の
生
産
は
八
千
七
百
俊
と
前
月
に
比
し
五
百
侠
の
減

少
を
示
し
て
い
る
が
、
之
は
輸
出
用
優
良
糸
の
生
産
に
重
点
が
注
が
れ
始
め
た
結
果
で
あ
っ
て

四
四
五



敢
て
悲
観
す
る
に
は
当
ら
な
い
。
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後
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活
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一

一

普
通
鋼
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材
一
八
五
、
高
ニ

八八
、
交
ニ
一
一
昔
、
実
コ
一
回
七
、
皇
七
一
史
、
さ一見

銑

鉄

十
}
一
一
ニ
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一

豆
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ニ
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一
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車
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間
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:il三

月

三
、
電
力
、
輸
送

(
単
位

千
迎
)

l通、_，

潟
水
則
に
入
り
た
る
関
係
に
て
電
力
の
供
給
は
若
し
く
低
下
し
、
中
何
以
降
は
全
国
的
に
強

度
の
消
資
規
盤
が
行
わ
れ
た
。
特
に
九
州
地
方
の
出
水
量
は
著
し
く
少
く
、
重
要
能
楽
す
ら
週

一一一日、

一
般
産
業
泊
五
日
の
休
慌
が
行
わ
れ
、
又
家
庭
に
対
し
て
は
夜
間
一
一
時
間
程
肢
の
送
電

し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
比
較
的
規
殺
の
緩
い
関
東
地
方
に
於
て
き
へ
一
般
工
場
週
三
日
休

官
、
家
庭
に
対
し
て
は
週
二
日
乃
至
三
日
の
送
電
中
止
が
行
わ
れ
た
。
此
の
如
き
部
給
の
逼
迫

は
出
水
量
が
例
年
に
比
し
九
十
%
に
過

F
ざ
り
し
こ
と
、
水
力
の
不
足
を
制
う
べ
き
火
力
発
.
屯

用
の
配
炭
が
捌
当
十
五
万
一
千
ト
ン
に
対
し
実
拙
十
三
万
一二
千
ト
ン
に
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
、

- 、

三jL11

陪
川

一

ニ
、
()八六一

一七八
・巾匂

般
家
庭
に
於
け
る
燃
料
不
足
か
ら
慣
熱
器
の
使
用
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
に
器
問
し

月

一
四

ニ、
二人九一

一八
ユ
・2
一

月
一
五

ニ、()九
O

一

一八0
・二

一

一
二
十
二
年
一

月
一

十

二

月

一

一

月

て
一

二
、o
-三
一
ニ
、

一九
四
一
一
-、0
5
ニ一

一O
マ
ニ
一

人七
・七
一
一
一
三
・一品一

(
単
位

月
一
七

一一二
天一

一会ニ一

月
一
八

一、ニ
ζ
O
一

一O
七
・人一

?二i月

て
い
る
。
従
っ
て
不
足
勝
ら
の
電
力
を
重
点
的
に
生
産
に
振
向
け
る
為
め
に
は
、
木
炭
、
薪
炭

等
笥
力
に
代
る
べ
き
熱
源
の
供
給
を
硝
保
す
る
こ
と
に
よ
り
電
力
の
井
生
産
的
使
用
を
樹
力
抑

制
す
る
縦
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
鉄
に
よ
あ
貨
物
愉
送
実
績
は
九
百
二
十
七
万
三
千
ト
ン
と
目
椋
九
百
八
十
五
万
ト
ン
に
対

し
五
十
七
万
八
千
ト
ン
の
不
足
を
来
し
、
水
年
度
に
入
り
て
以
来
の
最
.
恐
成
般
を
示
し
た
。
そ

の
班
胞
は
悶
鉄
に
対
す
る
配
炭
が
制
当
五
十
五
万
五
千
ト
ン
に
対
し
突
総
五
十
一
万
四
千
ト
ン

に
過
ぎ
ざ
り
し
と
と
、
食
組
噺
倍
、
酷
暑
等
の
為
め
荷
役
力
の
不
振
を
招
い
た
こ
と
も
さ
る
こ

と
午
ら
、
根
本
は
戦
時
中
よ
り
の
酌
伎
に
も
拘
ら
ず
資
材
不
足
に
よ
り
充
分
な
補
修
を
行
い
得

な
い
為
め
、
貨
車
の
、
起
用
効
率
が
最
近
帯
し
く
減
退
を
一示
し
初
め
た
結
果
に
外
な
ら
ず
、
現
在

の
如
き
糊
塗
餓
を
継
続
す
る
に
於
て
は
貨
物
輸
送
力
は
低
誌
の
一
路
を
辿
る
べ
く
、
況
ん
や
月

間
一
千
万
ト
ン
の
輸
送
を
実
現
す
る
が
如
き
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

梅
上
輸
送
は
計
画
八
十
六
万
九
千
ト
ン
に
対
し
八
十
七
万
七
千
ト
ン
の
突
般
を
収
め
た
が
、

石
炭
、
木
材
等
の
海
送
転
移
が
要
望
さ
れ
て
い
る
現
在
、
此
の
程
・
肢
の
突
紛
で
は
未
だ
陸
迎
の

充
分
な
る
補
強
方
法
た
り
得
な
い
。
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送
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問
、

食

糧

米
の
月
中
供
出
高
は
僅
々
三
万
五
千
石
、
月
米
供
出
累
計
額
は
二
千
九
百
二
十
八
万
.6と
当

初
の
目
標
額
に
対
し
百
四

・
三
%
に
止
ま
り
、
五
月
末
迄
に
達
成
す
べ
き
超
過
供
出
白
紙
百
十

%
に
は
遥
か
に
友
ば
ず
、
二
十
一
年
産
米
の
供
出
は
事
実
ヒ
封
切
り
に
等
し
い
状
況
と
な
っ

た
。
か
く
て
端
境
期
の
主
食
は
本
年
産
麦
馬
鈴
薯
並
に
輸
入
食
糧
の
放
出
許
可
に
依
存
す
る
以

外
に
方
途
な
き
事
と
な
っ
た
が
、
幸
い
麦
及
応
鈴
轄
の
供
出
は
何
れ
も
順
調
で
、
麦
の
月
中
供

出
高
は
百
七
十
三
万
石
、
月
末
供
出
累
計
額
四
百
九
十
万
石
と
目
標
五
百
二
万
石
に
対
し
九
十

八
銘
に
迷
す
る
一
方
、
馬
鈴
轄
も
月
末
供
出
累
計
一
億
一
千
四
百
万
買
と
目
標
二
億
四
千
五
百

食

糧

供

出

量

米
(
括
弧
内
数
字
は
供
出
目
標
二
千
八
百
六
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す
〉

主z
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一

一

一品、
さ
セ
一

一

回、
穴
八
六
一
人
、
エ
九
四
一

月
末
供
出
累
計
高
一
〈
一
六
日t
鉱
山
一
(
完

ν初
出

(
括
弧
肉
数
字
は
供
出
目
標
五
百
二
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す
)

(
単
位
千
石
)
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霧実長 |月、../0 ;;て l

年

月

二
十
二
年
一
二

一

月

一
二

一一O
、四六
5

2
z
um) 

麦

二
、
七
六
二

三
二
六
四
一

(
六
二
%
)
一

四
O
三一

四

O
三一

(
λ
%
)
一

」

月

中

供

出

高

一

月
末
供
出
累
計
高
一

年

二
十
二
年
六
月

七

八

月

月

月

一
、
七
三
八

四
、
九

O
二

〈
九
八
%
)

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

=

年

八

月

万
買
に
対
し
四
十
七
・
二
銘
と
前
年
同
月
の
三
十
=
・
二
銘
に
比
し
相
当
の
好
成
績
を
示
し

た
。
此
の
如
く
麦
、

馬
鈴
薯
共
供
出
成
績
極
め
て
優
良
な
の
は
、
政
府
の
努
力
、
農
民
の
自
覚

に
よ
る
と
と
勿
論
乍
ら
、
価
格
の
二
倍
近
き
引
上
が
時
機
を
得
て
実
行
さ
れ
た
点
に
存
す
る
。

但
し
之
が
配
給
ル
1
卜
に
の
る
迄
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
為
め
、
前
月
の
二
十
一

万
九
千
ト

ン
に
引
続
き
当
月
も
前
後
二
回
二
十
三
万
四
千
ト
ン
(
米
換
算
百
五
十
六
万
石
)
の
愉
入
食
糧
の

放
出
を
見
た
る
外
、
更
に
都
市
に
対
し
て
は
鱗
詰
等
一
万
七
千
ト
ン
の
特
別
放
出
が
あ
り
、
主

食
配
給
の
輸
入
食
糧
に
対
す
る
依
存
度
は
実
に
四
十
%
に
及
ん
だ
。
か
く
て
消
山
県
地
の
遅
配
累

計
四
数
も
函
館
六
十
二
日
、
東
京
二
十
二

・
一
目
、
神
奈
川
二
十
四
日
、
網
間
十
八

・
五
日
、

長
崎
十
九
日
、
鹿
児
助
二
十
二
・
八
日
と
前
月
に
比
し
若
干
短
縮
を
示
し
た
。
な
お
二
十
-
日

に
は
九
月
分
三
十
四
万
ト
ン
、
十
月
分
二
十
六
万
ト
ン
計
六
十
万
ト
ン
に
上
る
輸
入
食
糧
の
大

量
放
出
許
可
の
発
表
あ
り
、
吏
に
本
年
産
米
の
作
柄
良
好
も
伝
え
ら
れ
食
粗
危
機
は
一
応
解
消

の
門
議
し
が
つ
き
、
不
安
の
臨
に
沈
ん
で
い
た
人
心
は
僅
か
乍
ら
轄
を
c
を
取
炭
し
つ
L
あ

る。

(
単
位

千
石
)
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月
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劣
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玉
、
貿

易

輸
入
は
食
粗
二
十
五
億
四
千
六
百
万
円
、
石
油
類
四
億
八
千
五
百
万
円
、
肥
料
一
億
六
千
三

百
万
円
等
計
三
十
二
億
三
千
二
百
万
円
な
る
に
対
し
、
輸
出
は
繊
維
類
三
億
二
千
六
百
万
円
、

石
炭
一
億
三
百
万
円
、
脱
水
産
物
一
億
凶
千
四
百
万
円、

雑
貨
類
五
千
五
宵
万
円
等
計
六
般
八

千
六
百
万
円
に
て
、
蓋
引
二
十
五
億
四
千
六
百
万
円
の
入
超
を
示
し
た
。
輸
出
は
前
月
よ
り

一

低
=
一
千
四
百
万
円
の
仲
長
を
示
し
た
が
、
主
食
需
給
の
渇
迫
を
反
映
し
て
三
十
四
万
六
千
ト
ン

に
遥
す
る
食
粧
の
輸
入
を
見
た
為
め
、
終
戦
以
来
最
大
の
記
銀
で
あ
っ
た
前
月
の
入
超
額
十
一
一一

四
四
七



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

億
四
千
四
百
万
円
を
更
に
十
二
億
二
百
万
円
も
上
廻
っ
た。

相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
於
て
は
米
国
が
総
額
の
九
十
六
%
と
相
不
変

圧
倒
的
比
率
を
示
し
て
い
る
が
、
輸
出
に
於
て
は
米
棉
を
原
料
と
す
る
繊
維
製
品
が
西
欧
並
に

ア
フ
リ
カ
地
区
等
に
広
く
進
出
を
見
て
い
る
為
め
、
米
国
は
総
額
の
十
九
%
に
過
ぎ
ず
、
我
製

品
を
輸
入
す
る
諸
国
の
ド
ル
資
金
不
足
は
貿
易
の
将
来
に
暗
い
彫
を
か
ぶ
せ
て
い
る
。

対
日
民
間
貿
易
の
再
開
は
八
月
十
五
日
以
降
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
先
づ
十
五
日
朝
米
国

貿
易
業
者
二
十

一
名
が
来
朝
し
た
の
宏
皮
切
り
に
、
各
種
貿
易
業
者
は
続
々
来
朝
、
九
月
一
日

よ
り
の
正
式
商
談
を
前
に
し
て
各
地
に
於
て
我
園
業
者
と
の
問
に
仮
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
然
し

乍
ら
月
中
交
渉
の
成
立
し
た
品
目
は
陶
磁
端
、
税
造
真
珠
、
食
料
品
等
に
止
ま
り
、
未
だ
本
格

的
な
商
談
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
従
来
日
本
商
品
の
主
要
版
協
た
る
ポ
ン
ド

地
区
液
型
地
区
の
貿
易
業
者
の
来
朝
が
少
い
こ
と
、
為
替
相
場
未
決
定
の
為
め
取
引
上
の
不
便

輸

入

品

別

訳

出

目

内

四
四
八

が
多
い
こ
と、

設
備
の
老
朽、

原
材
料
の
枯
渇
、
擾
秀
技
術
者
の
不
足
等
に
よ
り
日
本
商
品
の

品
質
が
戦
前
に
比
し
低
下
し
居
る
に
も
拘
ら
ず
原
価
が
著
し
く
騰
貴
し
て
い
る
こ
L
L
等
で
、
貿

易
の
前
途
に
甘
い
期
待
を
持
つ

こ
と
は
禁
物
な
る
こ
と
が
早
く
も
明
白
と
な
っ
た
。

次
に
貿
易
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
収
入
二
十
二
億
七
千
九
百
万
円
支
出
二
十
六
億
五
百
万

円
差
引
支
出
超
過
三
億
二
千
五
百
万
円
に
達
し
た
。
前
月
の
支
出
超
過
二
十
四
億
二
千
七
百
万

円
に
比
し
著
し
く
支
出
超
過
が
減
じ
た
理
由
は
、
貿
易
資
金
の
借
入
が
既
に
法
定
限
度
に
述
し

居
る
関
係
上
、
輸
入
物
資
の
売
却
代
金
納
入
を
促
進
し
た
為
め
で
あ
る
が
、
此
の
反
而
輸
入
食

料
相
代
金
の
納
入
を
督
促
せ
ら
れ
た
食
糧
管
理
特
別
会
計
に
於
て
は
、
二
十
五
日
十
八
億
円
の
食

糧
証
券
を
発
行
し
そ
の
手
取
金
を
以
て
十
五
億
円
の
貿
易
資
金
繰
入
を
行
う
等
の
操
作
を
行
っ

て
お
り
、
港
大
な
る
入
超
に
も
拘
ら
ず
資
金
而
に
於
て
円
資
金
の
需
要
が
哨
加
す
る
と
い
う
奇

現
象
は
実
質
的
に
は
依
然
改
普
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

ハ
単
位

百
万
円
)

一一一且ー

需量管石金内輪γ警内輪
年

出 民入 出

入 維iIb鉱合貨維ふ
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貿

易

資

金

勘

定

収

支

=
一十
一
年
十
二
一

一
月
末
迄
累
計

一

収

入

一

一
、
二
二
三

支

出

一

二

、
三
九
八一

差

引

収

支

付

超

過

↑

付

一
、
一
八
五
一
付

一十
二
年間

月

一
八
一
一

二
一
エ
ハ
一

四

E
N

月

七
四

O

占ハ一一一一一O
九

年

月

六
、
財

政

財
政
の
対
民
間
収
支
は
収
入
百
七
十
七
億
円
支
出
三
百
六
十
九
億
円
盤
引
九
十
二
億
円
の
支

出
超
過
を
示
し
た
。
但
し
此
の
金
額
中
に
は
郵
便
貯
金
収
支
等
を
含
む
貯
金
部
関
係
資
金
の
収

入
超
過
四
億
円
を
含
む
か
ら
、
之
を
考
臆
す
れ
ば
予
算
に
対
応
す
る
財
政
収
支
は
九
十
六
億
円

の
支
出
超
過
に
逮
す
る
事
と
な
る
。

支
出
中
の
主
要
項
目
に
付
き
見
る
に
食
糧
管
理
特
別
会
計
支
払
超
過
二
十
六
億
円
、
鉄
道
特

別
会
計
支
払
趨
過
十
四
億
円
等
で
、
食
廊
管
理
特
別
会
計
の
支
払
超
過
は
本
年
産
麦
馬
鈴
薯
の

買
よ
進
捗
の
為
め
λ
億
円
の
増
加
を
来
し
て
居
り
、
其
他
の
項
目
も
意
識
的
な
政
附
支
払
の
進

政
府
資
金
収
支
状
況

(
国
陣
局
制
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
る
)

年

{A}ト) 二
十
二
年
四
月

五

月

月

二
三
、
四
七
回

二
回
、
O
六
六

五
九
二

一
、
四
六
九

八
七
七

←) (，，) (一)

一
七
、
七

一
一一一

=ニ
、
五
二

一

王
、
七
九
九

九
四
=一

問
、
八
五
六

収

入
支

出

差
引
政
府
資
金
収
支
付
超
過

預

金

部

関

係

収

支

判

超

過

盤
引
財
政
資
金
収
支
付
超
過

七
、

金

融

財
政
赤
字
九
十
六
億
円
の
補
填
は
、
円
木
銀
行
の
政
府
に
対
す
る
貸
上
十
億
円
、
金
糧
証
券

の
発
行
超
過
二
十
八
億
九
千
万
円
(
発
行
額
六
十
八
億
九
千
万
円
償
還
四
十
億
円
〉
に
よ
り
制
連

せ
ら
れ
、
不
足
分
は
前
月
よ
り
繰
越
さ
れ
た
日
木
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
の
引
出
に
よ
り
賄

わ
れ
た
。
右
食
糧
証
券
の
引
受
先
は
全
額
日
本
銀
行
で
あ
る
が
、
償
還
先
は
日
本
銀
行
十
九
億

九
千
五
百
万
円
の
外
は
預
金
部
λ
億
五
千
万
円
市
中
十
一
億
五
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た
。

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

八

月

月

一、

O
六
二

四
四
二

六
二

二

村

四

月

(
単
位

百
万
円
)

五

千七八一

←) 

|九二二
八七九
1000  
-ーーーー一ーー-1-一一-
ト)

四二 八
ーー ノ、 二二
七五八 l

(-) 

ニニ ノ、ーー
二 O七
六五九|

(一)ー
四二七

九三三
九六六
二 O 八

....r.... 
J、

月

合

-1::; 

^ 

月

月

月

捗
に
よ
り
一
般
に
相
当
増
加
を
来
し
て
い
る
。
此
の
為
め
本
月
の
支
出
総
額
は
前
月
に
比
し
、

二
十
八
億
円
の
増
加
を
来
し
た
が
、
一
方
収
入
の
方
は
前
月
に
比
し
六
億
円
程
度
の
増
加
に
止

ま
っ
た
関
係
で
、
前
記
九
十
六
億
円
と
い
う
本
年
度
最
高
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。
尚
十
五
日

閣
議
、
決
定
に
よ
る
「
当
面
の
会
話
対
策
に
関
す
る
件
」
の
発
表
を
見
た
が
、
そ
の
第
一
一
項
と
し
て

政
府
収
支
の
時
期
的
調
整
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
最
近
に
於
け
る
市
中
金
融
の
逼
迫
の

一
半
が
.

政
府
資
金
の
文
払
遅
延
に
基
因
し
て
い
る
事
を
認
め
之
を
是
正
せ
ん
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
て
、

恐
ら
く
来
月
以
降
も
財
政
支
出
は
此
の
線
に
沿
っ
て
相
当
の
進
捗
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

ノ、

月

{一}

一
二
、
八
三
八

一
回
、
九

O
λ

二
、
O
七
O

一
一
主

二
、
一
八
主

(ー)

(
単
位

百
万
円
)

月

累

月

(ー)

(一)

七
、
一

O
八

一回
、
O
二
五

六
、
九
一
七

三
八

六
、
九
五
五

一
七
、
七
三
五

一六
、
丸

O
七

九
二
七
二

四
二
六

九
、
五
九
八

(→ (4) (-ー)

八
八
、
八
六
八

一
一
三
、
四

-
λ

二
凶
、
五
五

O

て
八
三
三

二
二
、
七
一
七

(ー)

(ー)

次
に
一
般
産
業
の
資
金
需
要
は
新
々
物
価
体
系
の
設
定
に
よ
り
著
し
く
噌
加
し
、
之
に
窮
乏

化
せ
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
赤
字
補
填
需
要
も
加
わ
り
、
全
国
銀
行
新
勘
定
貸
出
増
加
額
は

五
十
億
円
の
巨
額
に
達
し
、
前
月
の
増
加
額
十
一
億
九
千
万
円
(
但
し
貿
易
手
形
の
決
済
に
よ

る
回
収
を
考
慮
す
れ
ほ
三
十
億
円
)
に
比
較
し
三
十
八
億

一
千
万
円
〈
二
十
億
円
)
の
増
加
を
来

た
し
た
。
但
し
大
都
市
所
在
銀
行
は
相
次
ぐ
閉
鎖
機
関
の
指
定
経
済
力
集
中
排
除
法
案
伝
聞
に

よ
る
先
行
不
安
か
ら
多
少
貸
出
を
手
控
え
て
お
り
、
そ
の
証
拠
に
八
大
銀
行
の
み
の
新
勘
定
貸

四
四
九



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

出
増
加
額
二
十
二
億
七
千
万
円
は
新
勘
定
預
金
増
加
額
の
四
二

・
二
銘
に
過
ぎ
な
い
の
に
対

し
、
地
方
銀
行
の
新
勘
定
貸
出
増
加
額
は
二
十

一
億
二
千
万
円
と
新
勘
定
預
金
増
加
額
二
十
億

四
千
万
円
を
上
廻
っ

て
い
る
。

次
に
復
興
金
融
金
庫
の
貸
出
は
逐
月
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
き
た
が
、
本
月
の
増
加
額
は
六

十
一
億
八
千
万
円
と
前
月
の
増
加
額
四
十
四
他
六
千
万
円
に
比
し
十
七
億
二
千
万
円
を
著
増
し

た
。
そ
の
中
各
種
公
団
に
対
す
る
貸
出
は
四
十
二
億
三
千
万
円
で
公
団
以
外
に
対
す
る
も
の
』

中
で
は
鉱
業
に
対
す
る
九
億
八
千
万
円
が
披
前
で
あ
る
が
、
鉱
業
の
運
転
資
金
は
=
一
億
九
千
万

円
に
過
宮
な
い
か
ら
、
炭
怖
の
改
訂
に
伴
い
赤
字
融
資
は
一
応
減
少
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
有
一貸
付
資
金
は
四
十
九
億
円
に
逃
す
る
復
興
金
融
債
券
の
発
行
並
に
手
持
食

紐
証
券
の
償
還
金
十
位
二
千
万
円
を
以
て
附
わ
れ
た
が
、
発
行
航
勢
の
λ
九
%
に
当
る
四
十
三

億
七
千
万
円
は
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
、
市
中
命
融
機
関
に
よ
る
消
化
は
般
券
利
廻
り

の
引
上
げ
ら
れ
た
る
に
も
拘
ら
ず
依
然
不
振
で
僅
か
五
位
二
千
万
円
に
止
ま
っ
た
。
従
っ
て
現

在
の
所
市
中
金
融
機
附
と
し
て
は
余
裕
金
の
大
部
分
は
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
金
返
済
に
充
当

す
る
傾
向
を
示
し
て
居
り
、
此
の
為
め
日
木
銀
行
の
貸
出
は
月
中
四
十
三
億
八
千
万
円
(
戦
争

保
険
関
係
補
償
国
債
の
買
上
に
よ
る
減
少
右
除
く
も
四
十

一
億
六
千
万
円
)
の
減
少
を
来
し
、

図
的
発
行
高
償
還
高
及
引
受
先
償
還
先
別
内
訳
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四
五

O

復
興
金
融
債
券
の
引
受
額
を
相
殺
す
る
結
果
を
示
し
た
。

第
一
封
鎖
預
金
は
事
業
蛍
賃
銀
支
払
の
為
め
の
引
出
相
当
に
よ
り
、
全
国
銀
行
第
一
封
鎖
預

金
の
減
少
額
は
二
十
三
億
四
千
万
円
八
大
銀
行
の
み
に
付
て
み
れ
ば
そ
の
減
少
額
十
般
四
千
万

円
に
達
し
た
。

一
方
自
巾
預
金
は
政
府
賞
金
撒
布
超
過
と
復
興
金
融
金
庫
並
に
一
般
市
中
金
融
機
関
の
貸
出

増
加
が
巨
額
に
上
り
た
る
関
係
に
て
、
最
近
に
な
き
仲
張
振
り
を
示
し
、
全
国
銀
行
の
一
般
自

由
預
金
増
加
傾
は
百
八
億
七
千
万
円
と
前
月
の
増
加
額
八
十
五
億
二
千
万
円
に
比
し
二
十
三
億

主
千
万
円
を
増
加
し
た
。
特
に
八
大
銀
行
の
み
に
付
て
み
れ
ば
そ
の
一
般
自
由
預
命
術
加
傾
は

復
興
金
融
金
昨
の
公
団
に
対
す
る
貸
付
が
還
流
し
た
為
め
六
十
五
佑
二
千
万
円
に
逃
し
た
。
又

出
議
会
の
一
般
自
由
明
金
期
加
納
も
供
出
代
金
の
振
込
を
受
け
た
関
係
で
十
七
仰
円
に
適
し
た

も
の
と
舵
鈍
さ
れ
る
。

先
月
上
初
日
本
銀
行
指
導
の
下
に
市
中
金
融
機
関
は
貸
出
金
利
円
歩
二
銭
ベ
ー
ス
最
前
日
歩

二
銭
三
既
に
抑
制
の
由
・
合
を
行
っ
た
が
、
其
後
に
於
け
る
経
費
の
膨
服
と
資
金
需
給
の
渇
迫
か

ら
現
実
の
貸
出
金
制
は
日
歩
二
銭

一
一
胆
中
心
と
な
り
、
前
月
に
比
し
日
歩
約
一
一
民
・
同
の
脂
質
を

示
し
て
い
る
。
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日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

八
、
通

日
本
銀
行
券
の
増
発
高
は
六
十
九
億
円
と
前
月
の
増
発
前
七
十
四
億
円
に
比
し
五
億
円
の
誠

少
を
示
し
た
が
、
月
末
発
行
・
高
は
一
千
五
百
六
億
円
に
達
し
た
。
増
発
原
因
を
主
と
し
て
日
本

銀
行
勘
定
に
依
拠
し
て
分
析
す
る
に
、
財
政
関
係
八
十
四
億
円
な
る
に
対
し
、
民
間
関
係
は
十

貨
日

本

高

銀

行

券

発

'ー.

イT

月月
年

月

十

二

月

十
二
年同

月

車、回同九一

宮、
問
先
一

高高

十二

七 1--1-
1国 間!

ベゴ|月年
一立ー邑-1-一一

一へ
Z
八
二

九
回一、Z
九主

中

増

加

末

残

九
、
物

価

公
定
価
格
に
準
拠
し
作
成
せ
ら
れ
た
日
木
餓
行
制
球
京
卸
売
物
価
指
数
並
に
東
京
会
川
物
価

桁
数
は
前
月
に
比
し
各
二
十
六

・
七
%
及
十
一一了

二
銘
の
脱
貨
を
示
し
た
。
之
は
云
う
迄
も
な

く
前
月
来
新
々
物
価
体
系
に
基
く
公
定
制
枯
の
大
幅
引
上
が
本
月
も
引
続
き
行
わ
れ
た
結
果
で

あ
っ
て
卸
売
物
価
指
数
の
勝
賀
郡
が
小
売
物
側
指
数
の
そ
れ
よ
り
激
し
い
の
は
、
公
定
姉
格
の

引
上
が
主
と
し
て
恭
一
礎
資
財
に
付
き
行
わ
れ
、
完
成
財
に
付
て
は
相
当
遅
延
し
て
い
る
結
果
で

あ
る
。次

に
同
じ
く
日
本
銀
行
制
東
京
突
際
物
航
桁
数
は
前
月
に
比
し
消
費
財

0
・
九
%
生
産
財

九

・
七
銘
の
各
勝
賞
を
示
し
た
。
消
費
財
の
勝
賞
率
が
極
め
て
低
率
な
る
所
以
は
輸
入
食
騒
の

大
量
放
出
許
可
に
よ
り
主
食
類
が
み
ハ
・
三
銘
の
下
落
を
来
た
し
繊
維
品
、
晴
好
口
川
等
の
脆
貨
を

相
殺
し
た
為
め
で
あ
る
。
又
生
産
財
の
勝
賞
本
が
前
月
の
そ
れ
に
比
し
相
当
低
下
し
て
い
る
の

東
京
卸
売
物
側
折
数
五
東
京
小
売
物
州
指
数

(
卸
先
物
州
桁
数
は
加
韮
算
術
平
均
、
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月

四
五

五
億
円
の
収
縮
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
財
政
関
係
の
み
に
て
日
本
銀
行
券
増
発
高
を
上
廻
っ
て
い

る
の
は
、
財
政
赤
字
が
巨
額
な
り
し
こ
と
と
、
一
般
市
中
金
融
機
関
に
対
す
る
貸
出
が
政
府
資

金
の
撒
布
等
に
よ
り
減
少
し
た
事
の
三
点
に
帰
着
す
る
。

月

四
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六

月

月

月

は
耶
議
会
祉
の
金
柑
り
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

新
々
物
価
休
系
形
成
の
生
計
貨
に
及
ぼ
す
彬
響
は
、
消
賀
財
の
公
定
側
絡
の
引
上
が
完
了
し

て
い
な
い
関
係
で
、
未
だ
令
面
的
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
労
働
組
合
の
賃
銀
引
上
要

求
は
さ
ほ
ど
激
化
し
て
は
い
な
い
が
、
消
鈍
財

一
般
の
公
定
冊
拘
引
卜
一
が
完
了
す
る
な
ら
ば
勤

労
者
の
生
計
は
編
め
て
悶
雌
と
な
り
、
全
般
的
な
賃
銀
引
上
運
動
が
展
開
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
之
に
対
し
政
府
は
主
食
の
遅
配
解
消
に
よ
り
、
生
計
貨
の
赤
字
は
八
月
を
底
と
し
、
九、

十
月
と
漸
次
緩
和
さ
れ
、
十

一
月
に
は
黒
字
に
転
ず
る
と
言
明
し
た
が
、
主
食
の
配
給
量
増
加

は
必
ず
し
も
国
民
の
生
活
時
好
に
適
合
せ
る
も
の
L
増
加
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

主
食
の
問
買
い
を
絶
滅
す
る
こ
と
は
依
然
図
難
で
あ
ろ
う
し
、
又
電
力
規
独
自
吋
に
よ
り
主
食
以

外
の
生
計
貨
は
帯
し
く
騰
貸
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
計
貨
の
黒
字
実
現
は
極
め
て
悶
撒
な
り

と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

小
売
物
価
指
数
は
単
純
算
術
平
均
)

i¥. 
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東
京
実
際
物
価
指
数

〈
何
れ
も
単
純
算
術
平
均
)

生

産

財

(
昭
和
手
一
年
八
月
日
一
0
0
)

消

費

財

(
昭
和
二
十
年
九
月
川
一
0
0
)

一
十
一
年

一

日

パ

~ Iー

七
l 七

八
七

年

五

_._ ノ、

，七

月

月

月

月

十
、
輸
出
入
回
転
基
金
の
設
定

未
曾
有
の
総
力
戦
を
数
ヶ
年
に
亙
り
継
続
し
然
も
徹
底
的
な
敗
戦
を
喫
し
て
了
っ
た
我
国
が

そ
の
経
済
を
再
建
す
る
為
め
に
は
、
可
及
的
に
自
力
を
以
て
囲
内
体
制
の
整
備
強
化
を
行
う
べ

き
こ
と
は
当
然
の
事
乍
ら
、
究
揮
に
於
て
は
迎
合
国
殊
に
米
国
の
好
意
あ
る
援
助
を
仰
ぐ
以
外

に
方
途
な
き
と
と
は
、
余
り
に
も
明
か
で
あ
る
が
、
対
日
民
間
貿
易
再
聞
を
目
前
に
控
え
た
八

月
十
四
日
司
令
部
特
別
発
表
を
以
て
輸
出
入
回
転
基
金
の
設
定
が
公
表
せ
ら
れ
、
現
実
に
そ
の

第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
事
は
拘
に
鹿
賀
に
耐
え
な
い
。

喝
然
し
乍
ら
今
回
設
定
せ
ら
れ
た
基
金
は
決
し
て
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
そ
の
も
の
で
な
く
、
ク
レ
デ

ィ
ッ
ト
供
与
の
基
礎
が
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
之
が
真
に
我
国
経
済
の
起
死
回
生
の

妙
薬
た
り
得
る
や
否
や
は
内
外
経
済
情
勢
の
如
何
と
基
金
の
性
格
に
係
っ
て
い
る
。

先
づ
第
一
に
現
在
の
我
国
に
於
け
る
輸
出
産
業
特
に
海
外
よ
り
原
料
を
輸
入
し
て
之
に
加
工

し
製
品
を
輸
出
す
る
産
業
の
設
備
は
、
戦
争
中
軍
需
産
業
の
犠
牲
と
な
っ
‘
た
為
め
そ
の
維
持
補

修
は
充
分
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
之
に
加
え
て
勤
力
資
淑
の
不
足
は
著
し
く
、
従
っ
て
此
の
基
金

を
利
用
す
る
短
期
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
と
別
簡
の
長
期
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
な
い
限
り
、
当

初
に
於
け
る
基
金
利
用
の
最
高
限
度
は
到
底
使
用
し
き
れ
ず
、
恐
ら
く
一
一
一
一
億
ド
ル
乃
至
三
億
五

千
万
ド
ル
が
精
々
の
所
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
世
界
的
な
ド
ル
資
金
不
足
の
現
状
の
下
に
於
て
は
米
国
に
対
し
直
接
輸
出
せ
ざ
る
限

り
、
米
聞
か
ら
必
要
な
資
材
を
輸
入
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
米
国
よ
り
原
材
料
を
輸

入
し
つ

L
米
国
以
外
の
し
か
も
ド
ル
資
金
不
足
の
諸
国
に
製
品
を
輸
出
し
つ
L
あ
る
の
が
我
国

貿
易
の
実
状
で
あ
る
か
ら
、
我
製
品
を
需
要
す
る
諸
国
に
対
し
直
接
文
は
間
接
に
米
閣
が
ド
ル

資
金
を
供
与
し
な
い
限
り
、
基
金
の
資
産
を
見
返
り
と
し
て
米
国
か
ら
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
を
得
る

日

木

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

八

月

i¥ 

六 01月
一主_Q__I_

四 三
五 三

」二二一一O

一三
ハ
一
一
一

四
五
四
一

一
七
一

一

一
七
四
一

一十
二
年

一

月

七

l¥ 

五

...L ノ、

月

月

月

月

事
は
著
し
く
困
難
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
此
の
機
会
に
改
め
て
米
国
が
此
の
点
に
留

意
し
、
我
輸
出
代
金
の
ド
ル
に
対
す
る
転
換
措
置
を
至
急
誹
ぜ
ら
る
L
様
要
望
せ
ざ
る
を
得
な
a

E
V
 然

し
第
三
に
し
て
最
も
重
大
な
点
は
基
金
の
純
資
産
の
無
条
件
引
出
し
が
認
め
ら
れ
ず
、
広

義
の
総
負
債
の
五
十
路
を
超
過
す
る
場
合
に
限
っ
て
引
出
し
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
事
で

あ
っ
て
、
之
は
例
え
て
み
れ
ば
基
金
が
高
率
の
配
当
を
な
さ
ず
資
産
の
含
み
を
多
く
す
る
こ
と

を
強
制
さ
れ
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
永
い
眼
で
み
れ
ば
決
し
て
我
固
に
と
り
不
利
益
で

は
な
い
が
、
目
先
は
約
三
千
万
ド
ル
見
当
の

一
部
資
産
が
食
糧
、
機
織
、
並
機
械
部
分
品
等
の

輸
入
に
充
当
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
此
等
必
需
資
材
の
輸
入
を
行
わ
ん
と

す
れ
ば
基
金
の
刺
用
に
よ
ら
ず
し
て
挫
栂
せ
ら
れ
た
原
料
に
基
く
通
常
の
輸
出
に
俊
つ
外
な
い

が
、
此
の
金
額
は
生
糸
の
売
行
に
多
く
の
期
待
を
か
け
得
ざ
る
今
日
幾
何
に
も
述
し
な
い
で
あ

ろ
う
か
ら
、
従
前
問
様
米
国
予
算
中
の
占
領
貨
に
含
ま
れ
る
救
済
貨
勘
定
に
よ
る
入
超
決
済
の

途
を
断
絶
せ
ざ
る
椴
重
ね
て
要
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
考
え
る
と
基
金
の
設
定
に
よ
っ
て
直
ち
に
我
国
民
の
耐
芝
生
活
が
緩
和
さ
れ
る

が
如
き
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
基
金
の
回
転
が
早
ま
り
余
程
多
額
の
純
資
産
を
生
じ
な
い
限
り
、

耐
乏
生
、
活
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
を
充
分
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
し
以
上
挙
げ
た
三
点
は
基
金
設
定
の
効
果
、
を
手
ぱ
な
し
に
楽
観
せ
ん
と
す
る
一
部
の
見
解

に
対
し
限
界
点
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
効
果
そ
の
も
の
を
否
定
せ
ん

と
す
る
も
の
マ
は
な
い
。
否
基
金
の
設
定
と
い
う
此
の
措
置
と
そ
は
我
国
経
済
が
底
無
し
の
ヂ

リ
貧
状
態
か
ら
脱
却
す
る
絶
好
の
機
会
な
り
と
云
う
も
過
言
で
は
な
く
、
従
っ
て
此
の
基
金
を

活
用
し
て
経
済
一
向
挫
の
第
一
歩
を
築
く
為
め
に
は
、
片
山
内
閣
総
理
大
臣
が
公
表
当
日
議
会
に

四
五
三



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

於
て
述
べ
た
如
く
、
合
理
的
な
貿
易
計
量
の
樹
立
、
輸
出
産
業
に
対
す
る
重
点
集
中
の
強
化
、

企
業
経
営
合
理
化
の
断
行
、
価
格
水
準
の
安
定
に
遁
進
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

昭

和

二

十

二

年

九

月

て

概

況

四

、

食

粗

七

、

金

融

十
、
関
東
及
束
北
の
水
害

一
三
、
電
力
、
輸
送

六

、

財

政

八
、

物

価

二
、
産

五
、
貿

八
、
通

業貨 易

-
、
概

強
度
の
電
力
消
費
規
整
を
反
映
し
て
生
産
は
頭
打
状
態
を
呈
す
る
一
方
、
通
貨
相
発
は
鈍
化

な
り
と
は
云
い
ヤ
ら
な
お
継
続
し
、
イ
シ
フ
レ
i
シ
ヨ
ン
は
そ
の
進
行
を
停
止
す
る
気
配
が
見

え
な
い
。
日
本
経
済
の
脆
弱
而
の
一
た
る
主
食
遅
配
の
逝
哨
は
司
令
部
の
好
意
に
よ
る
大
混
の

輸
入
食
粗
放
出
許
可
に
よ
り
辛
う
じ
て
抑
止
せ
ら
れ
た
が
、
消
費
財
の
公
定
価
格
引
上
が
一
巡

す
る
に
至
っ
て
生
計
貨
の
増
大
は
腕
う
可
く
も
な
く
、
も
し
新
米
の
供
出
に
か
ら
ん
で
米
側

が
、
又
追
加
予
算
に
関
連
し
て
間
接
税
が
引
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
一
千
八
百
円
の
賃
銀
水
準

従
っ
て
又
新
々
物
価
体
系
の
維
持
は
栃
め
て
囚
離
な
る
べ
く
、
や
が
て
来
る
べ
き
労
働
攻
勢
の

激
化
を
転
機
と
し
て
日
本
経
済
は
著
し
い
窮
地
に
陥
る
倶
れ
無
し
と
し
な
い
。

ニ
、

産

業

九
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
二
百
三
十
九
万
二
千
ト
ン
と
目
標
二
百
三
十
一
万
ト
ン
に

対
し
九
十
九
銘
の
達
成
事
を
示
し
、
終
戦
以
来
の
最
高
災
級
を
収
め
た
。
又
第
二
四
半
期
全
通

じ
て
み
て
も
日
椋
六
百
五
十
四
万
ト
ン
に
対
し
笑
納
六
百
六
十
-
万
四
千
ト
ン
と
七
万
四
千
ト

ン
の
超
過
を
来
た
し
て
い
る
。
第
二
四
半
期
に
入
り
石
炭
が
好
転
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
本
年

初
頭
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
超
重
点
主
義
の
成
果
が
漸
く
現
出
し
た
結
果
、
と
認
め
ら
れ
る
が
、
上

況

四
五
四

期
全
体
と
し
て
は
目
標
一
千
三
百
二
十
六
万
ト
ン
に
対
し
実
績
一
千
二
百
九
十
四
万
四
千
ト
ン

と
三
十

一
万
四
千
ト
ン
の
不
足
を
来
た
し
て
お
り
、
下
期
に
於
て
年
間
三
千
万
ト
ン
の
目
棋
を

達
成
す
る
為
め
に
は
、
九
月
十
八
日
臨
時
石
炭
鉱
業
管
理
法
案
の
国
会
提
出
に
当
り
迎
合
軍
最

高
司
令
官
マ
ツ
カ
1
サ
l
元
帥
が
片
山
内
閣
総
理
大
臣
宛
送
付
せ
る
書
簡
に
明
示
さ
れ
て
い
る

様
な
各
種
の
対
策
が
有
効
に
実
施
さ
れ
る
事
を
必
要
と
す
る
。
な
お
石
炭
鉱
業
の
国
家
管
理
に

付
き
政
府
並
に
政
党
が
徒
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
論
争
に
時
を
賀
し
、
主
眼
た
る
べ
き
生
産
増
強

の
具
体
的
諸
施
策
の
考
究
を
忽
に
し
た
事
は
一
大
失
態
と
云
う
べ
く
、
此
の
意
味
に
於
て
前
記

マ
ツ
カ
l
サ
l
元
帥
の
答
簡
は
淘
に
頂
門
の
一
針
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
削

当
十
七
万
九
千
ト
ン
に
対
し
実
績
十
六
万
六
千
ト
ン
と
前
月
と
大
差
な
く
且
又
輸
入
重
油
の
入

荷
も
継
続
せ
ら
れ
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
電
力
制
限
の
影
響
を
受
け
た
る
為
め
、
銑
鉄
目
椋
二
万
一

千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
三
千
ト
ン
、
鋼
材
目
標
四
万
五
千
ト
ン

に
対
し
突
蛸
四
万
九
千
ト
ン

と
何
れ
も
目
棋
を
突
破
し
お
る
も
の
の
、
逐
月
相
当
の
生
起
増
加
を
継
続
し
来
っ
た
も
の
が
顕

打
状
態
に
転
じ
た
る
こ
と
は
野
戒
を
要
す
る
。
尤
も
第
二
四
半
期
全
休
と
し
て
み
れ
ば
、
銑
鉄

目
楳
六
万
三
千
ト
ン
に
対
し
宍
蹴
六
万
九
千
ト
ン
、
鋼
材
目
椋
十
三
万
六
千
ト
ン
に
対
し
央
縦

十
四
万
六
千
ト
ン
と
何
れ
も
目
棋
を
上
廻
っ
て
い
る
。

其
他
の
重
裂
工
業
生
産
状
況
に
付
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
肢
は
過
燐
般
石
灰
が
日
椴
七
万

四
千
ト
ン
に
対
し
突
蹴
七
万

一
千
ト
ン
と
比
較
的
良
好
な
り
し
外
は
、
硫
安
目
標
七
万
四
千
ト

ン
に
対
し
突
縦
五
万
五
千
ト
ン
、
石
灰
室
来
自
椋
一
万
七
千
ト
ン
に
対
し
尖
蹴
一
万
二
千
ト
ン

と
甚
だ
し
い
不
振
・宝不
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
原
悶
は
先
日
以
来
著
し
く
強
化
せ
ら
れ
た
電
力

の
消
鈍
規
挫
で
あ
る
。
第
二
四
半
期
全
体
を
通
じ
て
み
て
も
、
硫
安
目
標
一
一
十
四
万

一
千
ト
ン

に
対
し
笑
縦
十
八
万
七
千
ト
ン
、
石
灰
室
京
目
線
六
万
四
千
ト
ン
に
対
し
央
総
五
万
七
千
ト

ン
、
過
燐
椴
石
灰
目
標
二
十
二
万
二
千
ト
ン
に
対
し
央
総
十
九
万
二
千
ト
ン
と
相
当
の
不
足
を

・来
た
し
、
此
の
調
子
を
以
て
す
れ
ば
段
氏
に
対
し
公
約
せ
る
肥
料
の
配
給
も
確
保
し
得
ず
、
食
粗

の
供
出
と
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
は
深
刻
な
る
も
の
が
予
想
さ
れ
る
。
輸
出
品
の
大
京
た
る
米
川
柳

の
愉
入
皆
無
の
為
め
、
細
物
六
十
銘
大
物
二
十
銘
の
探
知
が
引
統
余念〈
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
生

肢
は
二
千
百
万
ポ
ン
ド
と
前
月
に
比
し
殆
ん
ど
増
減
な
見
な
か
っ
た
。
月
中
消
賀
市
三
万
七
千

依
を
差
引
き
月
末
に
於
け
る
米
杭
の
ス
ト
ッ
ク
は
僅
か
七
万
依
に
過
吉
ず
、
第
二
次
の
米
柿
輸

入
の
一
刻
も
早
く
行
わ
れ
る
事
が
切
望
せ
ら
れ
る
。
次
に
生
糸
の
生
産
は
九
千
二
百
依
と
前
月


